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特別損失の計上並びに2022年４月期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2022年４月期決算において特別損失を計上するとともに2021年６月14日に公表いたし

ました2022年４月期（2021年５月１日～2022年４月30日）の連結業績予想および個別業績予想と

本日公表の実績値について差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

１．特別損失の計上について 

当社が保有する投資有価証券について、現在の当該投資先の財務状況及び業績状況を勘案し、

「投資有価証券評価損」196百万円の特別損失を計上いたします。 

 

 

２．業績予想と実績との差異について 

（１）2022年４月期通期 連結業績予想と実績との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
1株当たり当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 5,164 △575 △641 △577 △47.76 

今回実績(B) 5,045 △596 △852 △669 △55.43 

増減額(B－A) △119 △21 △211 △92 △7.67 

増減率(％) △2.3 ― ― ― ― 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 1 年 ４ 月 期 ) 
4,465 △816 △904 △934  △77.30 

 

（２）2022年４月期通期 個別業績予想と実績との差異 

 売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 4,235 △413 △416 △34.50 

今回実績(B) 4,134 △157 △327 △27.07 

増減額(B－A) △100 256 89 7.43 

増減率(％) △2.4 ― ― ― 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 1 年 ４ 月 期 ) 
3,718 △528 △784 △64.88 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（３）修正の理由 

連結業績ならびに個別業績において、試作・金型製品ならびに量産製品は世界的な半導体不

足やサプライチェーンの混乱により、生産活動が計画通りに出来ない状況や、新型コロナウ

イルス感染症の再拡大から各社慎重な動きも継続しているものの受注状況は緩やかな回復を

みせております。一方、ロボット・装置関連製品については、サポート・サービスロボット

分野のスタートアップ企業への包括事業化連携を掲げた取り組みにより、受託開発や受託製

造の引き合いは引き続き拡大傾向にあります。しかしながら、世界的な電子部品・電池など

の部材調達が難航していること、株式市場の悪化によるスタートアップ分野への資金流入が

直近で若干停滞していること等を背景に、各社開発・製品化への取り組み速度が鈍化傾向に

なっております。また、注力している当社グループ製品ならびに連携スタートアップの製品

販売が弱含みとなっており、これらの結果、連結業績ならびに個別業績の売上高は、2021年

６月14日に公表の予想を下回る見通しとなりました。 

また、連結業績においては、持分法適用関連会社における研究開発活動の促進ならびに新型

コロナウイルス感染症の影響による販売の減少により、持分法による投資損失が増加となり、

その結果、経常利益は公表の予想を下回る見通しとなりました。一方、個別業績においては、

連結子会社からの配当金を受領したことにより、経常利益は公表の予想を上回る見通しとな

りました。 

また、連結業績ならびに個別業績において、遊休土地ならびに有価証券の売却により特別利

益を計上する一方で、連結業績においては投資先株式の評価損等を、個別業績においては投

資先や関係会社株式の評価損等を特別損失として計上することとなり、連結業績の親会社株

主に帰属する当期純利益は公表の予想を下回る見通しとなり、個別業績の当期純利益は公表

の予想を上回る見通しとなりました。 

なお、2022年４月期配当予想は、変更ありません。 

 

 以 上 


